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　高年齢労働者用には、短靴で900g未満のも

のが望まれます。

　「プロテクティブスニーカ」と称される甲

　現行安全靴の重量はおおよそ次のとおりとなっています。

　従来の作業靴・安全靴はつま先部に重量が

偏っている傾向があり、高年齢労働者の方に

とってはつまずきの要因の一つとなっていま

したが、樹脂先芯化によって靴の重量バラン

スは大幅に改善されています。安全靴の中央

部を靴ひもで吊り下げた状態で、下図右のよ

うな重量バランスのものが望まれます。

被の材料が布や合成皮革の靴は、更に軽量の

ものがあります。

V式製法

900～1200g短　靴

長編上靴

800～1000g 700～900g 800～1500g

1100～1400g 1000～1200g 900～1100g 1000～1800g

C式製法 I式製法 海外安全靴

トゥダウンが
発生

つま先部に鋼製先芯が入った安全靴 つま先部に樹脂先芯が入った安全靴

重量

靴の重量バランス
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高年齢労働者に配慮した職場改善マニュアル

　高年齢労働者は、滑った時にバランスを崩

し易くなり、転倒するリスクが高いので、JIS

T8101（安全靴）の「5.6 耐滑性」に適合した

耐滑性能を有するものが望まれます。なお、

JIS T8101に適合した耐滑性靴には、「耐滑性」

又は「F」のマークが表示されています。

　ただし、耐滑性は靴底と床面の両方で考え

る必要があり、一般に滑り易い床には滑り難

　高年齢労働者は、一般的に歩行時膝
ひざ

が曲がり

難くなることから、摺
す

り足で歩行する傾向があ

ります。（若年者でも疲労してくると同様な傾

向があります。）

い安全靴が必要ですが、滑り難い床に滑り難

い安全靴を使用した場合にはつまずき易くな

りますので、床面の形状、材質に合った安全

靴の着用が必要です

　厨房作業等、水や油等で滑りやすい作業向

けに特に滑り難い作業靴がありますが、高年

齢労働者に使用する場合は適する作業内容に

なっているか注意して下さい。

　そのため、つま先部の高さが低いと、つま先

部を床とぶつけたり、階段とぶつけたりするこ

とでつまずき事故が生じ易くなるので、つま先

部の高さをある程度確保する必要があります。

トゥスプリング

一定のトゥスプリングがあると歩き易い トゥスプリングが低すぎるとつまずき易くなる

靴底の耐滑性

つま先部の高さ（トゥスプリング）
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